
バーチャルユースセンター（仮称）の設置

あらゆるこども・若者に身近な居場所があり、気軽に他者に相談し、生き生きと活躍している社会を目指す。

目 的

担当 青少年課 企画・非行防止担当
内線 ２９０５

【予算額】１８，８６０千円

事業概要

１ バーチャルユースセンター（仮称）の設置 １８，８６０千円

新 規

（１）バーチャルユースセンター（仮称）事業（新規） １８，８６０千円

・メタバース空間に、小学生から義務教育修了後の大学生程度までのこども・若者が安心して気軽に参加でき、体験・交流・

相談等の機能を備えた新たな居場所として、バーチャルユースセンター（仮称）を構築

バーチャルユースセンター(仮称)（試験運用：R6.10～、本番運用：R7.10～）

【相談部屋】
心配なこども、悩み・
生きづらさを抱えたこ
どもの相談機能

バーチャルユースセンター（仮称）

つなぎ

相談支援

【交流部屋】
ネット空間における新たな居場所
・交流（テーマトークなど）
・体験・講座（ワークショップなど）交流支援
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専門支援機関など体験・交流等
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参加者の希望、気持ちの変化に応じて、リ
アルの体験・交流、専門支援機関を利用

県庁内外の様々な資源・取組を活用

運営検討会議
安心して気軽に参加できる運
営を検討
・心理、居場所、バーチャル等の

有識者など
・コンテンツ、安全利用、

運営の留意点等

運営状況等

提案

市町村

・市町村の居場所、支援につなぐ
・ノウハウ共有

・バーチャルユースセンターにつなぐ
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